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[目的 ]本研究は、日本人を対象とし、大規模縦断研究で鉄の摂取が循環器疾患死亡との関

連を研究することを目的とする。 

[方法ならびに成績]本研究は、文部科学省科学研究費がん特定領域大規模コホ

ート研究 (JACC Study)の 2006年までのデータに基づいて、 1988年から 1990

年のベースライン時に脳卒中、CHDの既往歴がなく、FFQに記入した 40-79

歳の男性 23 ,083、女性 35 ,532名を研究対象とした。鉄の摂取量について、

男女別に残差法によりエネルギーを調整して男女別に五分位で分析を行

った。循環器疾患死亡の相対危険度を多変量調整した Cox比例ハザードモ

デルにより算出した。  

  追跡期間中2,690人（男性1,343人、女性1,347人）、そのうち、脳卒中1,227人（男性607

人、女性620人）、脳梗塞651人（男性355人、女性296人)、脳出血459人（男性196人、女性

263人),虚血性心疾患557人(男性311人、女性246人)が、循環器疾患で死亡した。男性におい

て、鉄の摂取の最も低い群に対して最高群の多変量調整の全脳卒中と全循環器疾患の死亡

リスクはそれぞれ1 .43  (95%CI,1 .02 -2 .00 ,  P  fo r  t r end=0 .009 )、

1 .27 (95%CI,1 .01 -1 .58 ,  P  fo r  t r end=0 .023)であった。女性において、鉄の摂取

と循環器疾患の死亡リスクの間に有意な関連は認められなかった。  

[総括 ]日本人の男性において、鉄の摂取と全脳卒中および全循環器疾患の死亡リスクの間

に正の関連がある。 
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